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l　　序　　言

好戒石の浸礼朝貢経て､やb'(て安包軌二入って中小企業o)閲歴Z)こ一万三<三等rl'上って未だ｡音の鼓

竜に綴って多く論ピじれ､実あらゆる叫びは聞えてく言｡

チ日.中IrJ､企資にとって概台の力と企業自俵の硬街向上の軍刀こそ普遍的な観て･あうう｡

滋に木綿は昭bt]27年今日､他方工巣妓僻嚇岡として,庶叔　大工の両部より編成eTれ発足し

棉下*'l＼企業車に対し.朋に道糸L T=輔塘善吉宗一とL県下増結工業繁栄の亡句官刀して去

り,厚ら依頼による試作釦強研究左行い.ニゝに重吉-ケ草間の成果五言とめT=｡

向､木戸稚lJS石日東(今市夢大の問題に対し､一同叩尋は遡源杖高く惑くとも克夫への破棄な声

鼓五矧丁て行くものであ葛.

拓知2　∂年7日

2　　号昏　　　草

並背馳蛋工業省書軒はその範鼻並等具正長塊工耕硝埠が唄巷了9年良三収束-業界の

竜針として葛任命王墓して莱IlのであるS.陀紳1 7年世界発二攻載字のとの一時麓止されてし､
-と｡舶2 1年41引巳より懲蓋し､前執D.縄鼓工看弥陀建物･綾南等芸引継ぎ･更に22

年7月に扶男在の携械工場五増額し2 3年r7日･木ユ評言増設.し妻帯の嶺尋に量して末1二ので奄

一等6-. 2a年斗R I Bより薦溝の改革が車軸され.親戚,大工部門と脚円上に分牡し､軸

木工笥野馳泣して当逆等県三脚ユ葉櫛酔斤とLて妻ら業苛の福専錦の横網とLて発足

し7二のである.

:3　　位　　置

高架市へ噂中山町1. 37 l　　北陸線長束駅丘距ちこと2KM北や東1:在リ

4　　規　　　模

(_1)　敷　地　　　　　　　　　2､7　40坪

(2.1　建　物　(延坪)　　　　　了　占　8坪｢ 5

名　　　　　コ扶 凍　　　　蓬　j 延　年　散･ 摘　　　　草

｢嘉~~ー【~~~~館 ��ｷ鉗鈔������)m育Xｪ)�B�I i96坪 �ｨﾊﾂ�腰義盛喜無空 

憩械工場 白���I一l.25坪 努B���

i水工場 梯��75坪 迫B�

i木材乾墳墓 白t｢�JTlF坪. ��

5その他相馬建物 ���仁91､2号坪. ��

(.2)

ヨF宥L雫育l工課裏

白斤是蔦葛

5　廟帝　皮膚傭房
事曙更専

横街更亭

主指貫等

枝折重責

鳥　　　等

卿　河　悲　境　森　了

]#

l　研　三　郎　享絶一正太田　EB　　佐　太

隻

専守(聯)　　　了　亀

叫　　等　.L4　名

｣､慢J名

G　主事機械農兵の盲輔等状況
(目顔　柘　関　原

(イ)　工　作　磯　城

旋盤　8釈　オーJLギャ　l　畠

も吠　黄　　式　　2　畠

6唄　米　　　式　1台

4吠　英　　　式　　了

4蝿　米　　　式　　5

ポール盤　12''ァ./3ライト型

卓　　　　　上

JTf'- 7 71JL,型

2　-　-

台　壱　　台　台　台

辛利生　6　吠　　　　　l　畠

(a)試　筆　硬式

7ムスラー甫能脚葛錬

アイjlット衝守試顎糖

富　力　計　駅　東　損

金　雇　甥　徽　薦

i　田　天　王項賛意

L･ハ)測　塵　巷　阜

盤盤確盤軌　削　イ　切

-7

彬　暫　フ　薗 古　台　畠　畠

=‥･　　　一日･=L　　　　　　=　　　　　　　=　U

研禽畳　刀IL/7-研奪摸

両頭研昏蔑

ゴー7プノし里

銀　盤

1台　　　i　ヨア　一項愚計

]烏　　　口･ソ7ウL･し夜鷹計

I　台　　　鋼材火花換B,撫準綿Ff

l　台　　　ハードネステて,.7-

1呂　　　モー/し芋､一プテス7-

回　を　壷　度　計　　2　ケ　確　漣　比　重　計7束姐

i了;.

昌

I_i
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⊂コ

l　畠

島　台　姐　姐　ケ･



1日･

高　温　指　烹　三十

照射　測歓計

光　線　定　盤

ス　トノ　7oウオ-/チ

厚　サ　測　定　景

ケ　ケ　ア　ケ　ケ2　-　2　1　-

ダイヤルシーげ-♪　(ケ

威メ舛･]>クテー3.JL l　台

上　皿　天　秤(叩き飽弛日昌

7･tj､ン7デージ

先入リ　デー　タ

冊界　ゲ　ー　ジ

カ′ヤJt,J Lジf-7-仁ノト

?lィ<J L石ヂデークー

/　　キ　　ス

マイ7ロ/-'7-_

満曾7 7･口､ソ7

清音古村スコア

工eLムストし-トエッチ

ラ･ソクゲージ

4　5臥

2　姐

l　姐

了　組.

8　ケ

2　7

10　ケ

4　組

占　JT

J T

t T

ト川,fわ咋-ジ　l　ケ

LAJ蓮　が　　　　l　基

銀　金　集　塵

TZ L　ン　君　寵　看

破　　金　.15

7k　　深　　溝

(2)水　工　関　係

㈹太工機戒
昇　　降

手　押　飽

自　動　盤

角　　菅

工兵検赦鏡

ネ4itfjlパlイト検査器

イ:/Tl'ドマイクロノー7-
1

ア　イ　ンJl■　一

束チ男峰岡三計

ハイトナーiLl

ヂヅフスゲージ

ギャー7スバt-ニヤー

テー)1.-rl-3Lt

テストJく-(t-/しス)

Ci卵>3JVや)

席屯スピルトレペJL

コンビネ一三日>セット

ス+-JL7･ロトラ7ダー

席　密　集研　台

i-ツ7スヂデ-ジ

記　　ゲ　ー　ジ

I: >7-ゲージ

ピ　ッ　チデーi:

円　唇　グ　ー　33'

d V　400A

I 2　7　2ooA

)　　ヽ1ノ　　11ノ　.tノ吋　吋　吋　吋I.12日払
(　　′し　　′1､　′1皇　盤盤　息

vl)

4　4　了　2　-　l I

組　ケ　免　デ　ケ　ア　T T F　ケ　ケ　ケ　ケ　ケ

1　ケ

4　7

2　ケ

I　ケ

へJ

ロ　フ　D　横

木エミi,ン積

商.頭クラインタ

ス　ピードサンタ

の1垂　等　同　機　林

2　-　-･l

コンスLッサー(I/4HP)　f

TIS)　湘　走　去　.早

水井水分判定蕃

上.皿　天　秤

毛　嘗武張育計

I13　日　　的

7.蓮嘗方針並太所の目的

よ鼎脚に本項畠工崇の席鵬の向上富国育三自由とL. :知か栗野左

希う.

(イ)中,]脚邑工矧二対す首長両軸噂

くヨ)岬に末屯品切のユ長街の碕研究

f,I)転並にその餅､財の碑合材及i鑑定

(I)棚蓋尋の武作.改良及び嘩理

(求)戦備昇の便用

('2)　重　曹　才　封･

軸嘘喝工業並本製品工業蛾幕下中Jjt工業の中で重要な召位置左占珂て弱り､従って之王

領輿廟弓tf Ltz)尋1=捌.=杖･業界の仰問題左程えて好漢しな折れ駄甘ら臥

其喝には.

( 1 )勧柳より領噂に印し亡許無左斤う

王　朝.棚の研究或私用舟

了大会社.感隼の櫛の専入

4一　触と和恵帝の首級

与謝斬輔弼辱面珊臣立並l二浪計と甜乍の直也

占　蝕海改善と榊1二対する協力

7　榔尋御用
B　葺君講藩会等の常催

等に王力をまき中,Jtエ業者l二歳まれ香箱尊#輿とLT_'く.以上の如く筏街面に由す5件は

lS)



%

- ln茶印で三寒重雄丁豆も貫L'･Tj^+柵をB+仕軒'-)指示頂J毛産業看貫1tu学軌茎繋有

の毒見玉も宅釧二号在に入れて､艇と皇宮n)方針.=確三7号も･:]百石等J

B　業務の概尊
(A)鹿才戒金雪間イ東

口)県下磯城金星業界の叔凍土指導摂要

点県下の居城工業言3t9匹的に見れ駁.積雪鹿菰畳卑〔三†男鹿項)は末津･ぺILフ･コ-/

7は房娘.細評晶は長媒　エンデン､ポシフ等は′＼日市.棄息巨額は押印にあ等o総

菜等教占ヰ有余名.ユ項数ヱ吉舎で中小企葉に犀丁言毛の百秀吉,

衣等貫は括寺に重責五置き　巡凪技術積善を行うと英に工作穫拭'J)肩直積杢言行L) ･

又之の柵琴丘指導し製品積湊JJ)F]上五言小)且文集蕃堀の枝折事大lIより能率五男砂岩

べく軍71五鴻っT=_,

試撃砕妃については貴市の要望にrc七　結果./f直5[=生産に移行三れう5瓜二LT:.

試作によ/3武泰蝶五億弔して.自己製品0)試鞍言行し､.畠頃の改首に官物1=J斯くのfQ

くして薯市の侮辱育成に努力左耳し1二もuT)で布石.

(2〕椿事事項

①　実地指導正嫡童　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(225件)

プラ[ス腰､宇判盤.形削盤に便用する:昌男艮衝け金具lIつし､て　　　l了咋

軸些理によ葛表面硬化につし､て

天抑春坂莫置改頁L-っし､て

風呂補助釜の軌m-っいて

.I(.JL7部品の特殊細工筏工程に')いて

積雪男蛭患早の便弔恩二つLlて

旋盤(つ改熱二つし､て

7hレス轄金型の改良に-)して

歯現菅!:つLlT

t二ニーノL同舟圧暴頂柁活について

自動車部分品の黒染宏につし､て

金糸脚分呂の改良濠について

5-ヨア一便掛の補修法について

磨施乾附し､につし､て

菅毛帯板の餓舌につ｣'て

金雷柵の選別芝につし､T

I'G)

っ｣

J

推　件　倖　件　再　拝　件　件　拝　件　仔　件3　∫　てー7　7　ら　Ln　2　h　ア　マ,LL1

gqの嬉別防止I:ついて

導出及卓叫抄につし､て

自知手印畠反裁増野畠のエ作浩1二つし､て

貫他工作加工につし､て

触工作の性能艮専態笥至

7件

ヱI件

lo座

了了件

12件

大男､善幸. ,TE柿.芸鴻　守狼地区の兼帯穿蟹沢亘　　　1 SI偉

②　依預血工浸褐製

菓市及び一般より的工五欄これT土のご葉帯下駄輔的に班工珊な毛の去引考

け葛夢･Rr咽と渦積って郵博衛の改善互図った.

士なるもの

サイト刀ッ7-白tb壷献イJL ･其の他工阜項の研恵

合成蛾旨のテーフ珊

平亀有.ウオームホイル.ラ+1ツトギーセ>+.耳ヤーの犯=

菅奄境の碕空涙こ碑品加工

脚丘q)班エ

フしス浪岡和島のわ旺

ポー!Lト　フ5)シャ-､ナントg)氾エ

71'ラ虫蛭痛部品の叩工

蜂脚の氾工

太工金蔓品の加工

周蘭の恵光

li.,Lフ評点の的工

其の他

③　設備刈開

設馬携城の刺吊致

⑳　育窮応箸

自動車印畠の班エL=つLlて

7,しス横のt)Dエ尽工鹿に就いて

羊を-a)計算投打エ1ニついて

一頃桝部品佼u-ェ阜LTJnn工.工雀について

棚卸品のWエ厚u'エ貨につし､て

旋盤改良浩I:つし､て

どニーJLd朗報墨の功折方茸と及物につし､て

ノア)

ヱ

ヽ~ノ

件　件　件　件　件　件　件　件　件　件　件　件　件　結2　8　ヲ　8　-　0　5　与　I h　4　-　ろ　ー

45件

月59件)

1日件

ll仲

33'#

19件

19件

F件

IJ件



電気漕金の設鳥艮び鍍金鼓r-つし､ T

砥石の選定l:つL)て

ピアノマシン弔ピン加工I:つし､て

ゴム幹の旭工につし､て

ウオーターJTfLアの加工捜し丈工糧につし､て

ウオーム及びウオームホイJLの寸法封阜及び-DD工につL,'て

ビニール梨卜yアローラーの武喝掛二つし､て

塔駈及び廟妄掛二つし､て

一番直忍物の研恥二つし､て

弼蝿嬢椎の改良J=つL)て

厚柵につし､て

カーバイトにつし､て

鼻耗鼻の改良及び旭エL:つし､て

/くJL7.･野呂の細工梗扶工店L二つUて

大型について

測定書異類の費取法につし､て

工場.葛城配置l=つし､て.

7J

1　4　了　2　-

件　件　件　件　件　件　件　件　件　件　件　件　件　件　件　件　件2　h　占　ul rJ　2　8　5　Lq LL)　S J o　5　2　-　2

⑤　契習指導

貫季株68-J悶孝義生l=射しl触作につし､て基本及打開の棄劉旨事を行う>

短大生　　　了　名　　　瀬　間　　Jヶ日

新中生　　1 7　毛　　　　.I SB向

⑥　蜂等コンク-/L審査

会邑蜂等コンプ-ノL卵Oq) T_tめ地方写真左商工課の王産で拝し､ ･ As抑二於いて重厚

検査富行う｡

参　加　工　場

参　那　人　員

占

了　5　空】

L7〕試悪貧石井取手頂
∫

発　意　鼓　哲

①題　　目　　裂地点金の研免

目　　的　　金寅光栄の糊直伽､さす恕消し東金の素地を車高べく･表面地理言行

し､.之LI硬頃ブローム鹿金五施し町領梨噛金の舌遠方錦佃に究I肝3

(8)

■111.-‥････.二.二･

香

JJ

向と左計測苦類に正t用し.千の昌贋雨B価値の向上五四召｡矧二計測奮

使用に当って汝.目の疲労が甚し(.従って昌盛りの罵草1)尊よLjく5

割定等萱が夢し､わ百.製堀金五施すことL=伐り光顔戻射富農矧二し日

の鹿野左少くし此の要言なくTるo

内　　容　　払亜l:喋って勲地面q)形状.世項に租畢互生Lt召ので先つ比のRLrL哩道に

づし､て究唄左行う｡

電解研摩法は一部分には漂し､凹み互生ず･言も.噺の潔さは浅く如､い

凹みの専合L-して､郡の潰せ由釦､t3 ttj末て畳い反射言示すと英に凹

み自負の大ノhq)差貴び分鴫の租定量を生じて､感聴如才喪化互与え

富,又個の方清江凸凹b(著しく形状糊辞は不規則で.反射の鈍し､面

になり暑い.絶って細かし､凹み及び榔分布状態五時15着法として.

醐去汝良し､岳栗丘得T= ,

JTk L二温度状態左王眼J :光iR状愚､材屑及び銀錦への号ク管等の点から助

産液の選定並に濃軸戒の便弔範専互決重し､これL:解って電粘度､

電匠.液過処理時向等の凍作腐食放任上面左左石する札束的な因l :して

これ左究明し.処雪面地触わしT=仕上面ヽの遠.=宋起す苔｡

籍　　果　　処理液として5唇Lゴすす弓蛤の革萌芝で噸u:硫矧=比して使円範喝が

席し､ ,黙し燐城支度喋が生じて之以上反正古住韮Eれず､良LI籍果扶得

られなUがtZラナン.確酸､碓反こ碑の他奄艇庫氾すれ臥比の

焚点は改菅され否｡新緑打点を弓直して願｣充軽嘉.騰一存転.

藤一輔貢広良し､缶果重層1_I o硬作億件傾向として.光演研磨Eれ葛

轄陣よりそれ連の過経は腐鼓される我態は強く､金宍光3R左托され5二

と少く･研昏される直前で腰消し青増に_なり_貫の盲の過雀で辻凹凸が

大乏し､東塔Lニなり易く.打犀への影響も大になり･従って必哩時向互短

絡亡心技軽い結果が待ちれなかっ7=

噛≡至∃

液温70-80｡C　電圧5-8Ⅵ収電流留別01/uwE地理賂声Ho叫ん

q　　　　　　-　　　　　-I40-17G^/a I,　F-huh

硫軽寄ユ〇%　　　　　　　　　　　　　･ +I

液温.常温　駈了～,F取圧電亮雷針5-lob/u処理時P]2吋砧

以上の額丘戒.最新び穣代任件の助曙の範園を碍JI.耐え左党引二電

邑液温の裂碓面に艮捷す影響少く.電流密夜と卵理時同が粗度_光沢状

鮮工場金環f:茂床す影響大にして　貫t:雨后亘につLtて坪兜左続け急｡

し?〕
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ta農　　日

日　　1的

方潰及LLL好男

黒東署邑溝(ア'しかノ世)り研究

黒糸着色左雫際作寒に射て行う場合.恕品の量其の他凸＼ら理やq)咽ぶ起き

るので之互科学矧二常明し､その場台の葡萄の虚置互見出す｡

武　態　芹　　　S∫5+　　　lJヰ　x J2

衆　組　成　　苛性看護40-50;6　　亜碓軽書蓬　5-7_以下

空七叩里Io'/城下　　硝酸替連1./.

鉄　　劫　少　量　　水　　　頭量

t　　　　帯Jfrメ1　400-JrO%

虎　　　　魚　　　　12()●- I Soot

鹿理喝同　　10分

光プ.鞍と苛性ソーダ液との筏かこつL,T宅否と

Fe十02.十2Nq.OH -- NqユFeO4十日之

FeO3十ヰNaOH+o=　2Ndも04十2H　=

了Fe20310 I 2Fe304 (四三酸化銘〕

4fTe　十301 --2Feヱ03

以上の原正式より紫は液中酸素で葺射ほれ.汗で高温( 603C以上)の苛性

ツー･7 ( 4or, A(i)と反応して鉄鞍y-ダーが生成己れ此陳秋葉の一帯互

奪われて.四三さ射ヒ銭左形見し之bit蛾碑の皇位互なすものと思う.

盾T･乙左官掛で賛J二者って.作業掛り悼め頃汝良好の黒染着巳が出兼持ちが1

時間0堤通J:紅フて鴇色(瑚酎ヒ被曝が岩兼吉o

細皮の姐成分量左変へそq)凄庶互乗じ.之が光点投げ等畠l:押付LJ5彰誓

言与へ香か鹿茸同和を｢塵I:して行っT二つ

島貫着色は束q)沌点と重要な岡保が有り. /*轟k l200- lJ〇℃の棚に常に

保つ/一軍がIaa吉｡句､ ut:の載曲叶印ち12O℃以下oj喝合と130℃攻上の場合

左上ヒ敦LT雫石と120.C以下の場合の方が閃恥少ない.

土は遥青が低く有っても虎理中は遥覆上早の傾向Z摺るのでL虚空持向五長

くTれ拝､その軌=110oCI二割妻す盲のでその以掛二坂出亡放良し､. 1300C

似上l:なっT=場合に旺一夜Ioo.C以下l:下捗〔頻度頚腔と並行して水芸加え

ち)後かD熟して上記温度rc田にもっTり〕き.蕗監作業富行う｡矧=端点が

13〔FCJi上lIなIうなU壕に注意して作業古布うJ

棉.虚空領水左各け急冷Tれ払良いe軽が出.後産理よして油で煮て縁よく

乾煉互rTうと野毛良くなり､着e挺勧泉が長いJ

Lk))

64j試イ乍研究事項

①　畠　　目　　マイ7Dメーター専耗式顎推

日　　的　　マイ7⊂】メー7-五重幣僚円と同一使倖lI L.吉野同便同1=萩弓スピンドル

端面の噺.放ねぎ､ Ai屯亨の庵鵜等三線合矧:耕し･身頃,熟息翌悦び

担弓山の角馳･状を研究する一

増　最　嫡虎の棚の概姫王者べ否と･ ^aLJip`Lu:q,L及び9･eaんの噴

合ttとラチェットに依リマイ7ロノー,7-(/)スピ-.･ドル夏空す主軸互往iJ稚

2.5日転戻リ1確はl E髄とL　之の任後産勤は2C fi.P_HとT5q稗､在

原El数は舶ル　九比追ノL=項付けt_t白粥等封に捷乳

②　晶　　自　　トッフローラ一夜追試親裁

B　　的　　鈷漉トン7,D-ラー甜lHとニール製)に擦L　そり任択結果五和引二通常

鈴鹿下京韓左すると士丁目窪は掛弓ので.之ではてG)蜘凍Dて香し( TEftい

ので､之を一頭向以内l二号の農栗谷表われ之に基づきtlの岩層の改暮夏回る

薦　　ホ　　画せ軟互J7Chl4oOR･PYl　密度役暫I L'竣･青侍国連鹿部の罵瑚

r_弓直言稚い.轟手法責面境入･11呼び硬胃銀金玉雅こすo

D一㌢､ウ=イトvj網蹄芸rTLl.辛東便間中のItf唖(:す亨

烏　静　以上二つの武野獲吉村乍し現在と三位而して各種≠-7一言rjリその研究三造り岳

帯･7)辞書1ニ努の-) 1封ノJ

t5)成鮮敢

重なるもの 撚糸推スどこ. r JL卿細腔

銅材の抗張力訳帝

ドリJt/ナや.'7の掠れ,q腔

桶邑呂補助金の牲荘許韓

奄壕用引凍ダイスCD氾工工看分析

自動車部品の筑張力試野

マイ7ロズー7-摩耗託繋

アイロッドユント部品0)硬直茨'J確利鞘

白軌車円ス7,リ> 7･封鎖のせ胡鑑別訂鞠

等也打のrn清力鼓舞

鈎打の火櫛草

フイヤーロー7oの僻職
tJ:消し壷の聯t厨瀬

し川



lf!日

パ'lLフ部品Ujお項鑑糾試験

砲金材斜坑策/珊

工作機械の農産拾査

丁二と〕滞　憂　検査

兼帯と連繋し綾庵工作鵜砧の清声挨圭を行し､士の補修の塙専富なす

工作兼#'の清喪検査表 劍ﾔ萎ﾉi���,ﾉKy7移ｨ�Uﾇ"�

凝息(痛憲).ph青等T 劍7��ｸ8ｨ984�7ﾘ5h98�9�){3��}��

蜘育号汝奮番号oD/-00J 劍ｶ���<Y���(ｿ8尨ｷﾈ�ｲ�

劃定野分 傲9�ｨｧｸﾛr�## ��ｩ.浦BxﾅB�刺恵無蓋 僭���~Hﾛr�
■l ベッド 蔦�ﾔ�Rﾒ�IOCOtAtこけ 白�㍗ ����

定右方向のぺ-'ドの平林 偖ﾇ��X���十qOヱ 

エアロ>QJI細叫=雪静的- 蔦�C�2�_0 

向上 エフ)□ユttlと冴対仰11=於 �ｨ�ｪC�����ｪC���lOOO札れにA 十〇.OI 

赫fJylilJLトfJ>グマ3.ン(I-々) スピンドルの-Tサトの頼れPDO ltり長さの恥細り覇q �2豆�2�0.02恥l て(上方紗に弓形なさ二i) �ｨ�｢��ｨ爾�一〇 

毒婦才色のベッドの平滑 刋駛��に)ユ)帆に廿 QOE 

I !ティLストングのアク1イと<.ンド 尾�8b���lOOOれれ1= �bﾘ7h8ｹl｢�十0.02 �ﾕｕGH�&ﾃﾙWB�

宝のVウェイとの平庁 ��R���r�〇､02 �6��､ﾉ:�,h5宇(�ﾈ幄�6I*��h謾ﾉ?�ﾏﾈ,(,H,ﾈ-ﾒﾇI<Y?�,b������"ﾒ�

1l/イ>スEf>ドル 1 ��C�"��8b�0.Ot≠TL 
-T-,加L鳴馳玖繊細桁 ����B�33D乱れに付暮 

7-イブ.モ>タのtjiノtlt ����2�剴���"�

3 ミ=シタースリー耳の.点,D 冉�ｹ;｢�opl7717A 冲(耳.ﾘ66ｵ(78986vﾄ､ﾈ�5逢��〇､05 �339K�?�Fb��C�"�

い.pインスピ>B.Jレ¢貫軸 ≡方向◎滑y勤王 �����C�Eb����ﾓRﾒ�CIPlれTn, 貌B繦�雲hｴ��c�､ｨ8ﾄﾆ��(ｾR�0.03 ��$�ﾉ�ｧ%�2������

テ一戸.JLQ)茨面と刺面と の:荘^t〒 ���2�5⊂⊂)≠帆l:廿 0.02 

毒㌶慧諾ニこき諾苦 言骨太撮れ ��C��2�2sﾒ��B���3sR�Cp27rL机 
テープ/しとコラム面との 頒矛向に給ける直角 ����丈olTLnに付 OtO2 

tt i′ilンズビ7-.ド)レとヾ./虹の並行 �ｨ�｢蔕ﾂ�3co帆I 

7-バ｣サJtf-I 迫&R��B�33Dt▲[ニ甘 をf壷面上l讃Uて 綴�｣"��十(Ⅹ)2 

･;テ2ト′ト汝か鷹に恥て毛LJt二と) 蔦�蔘"�-0ー �4��ﾆﾊ3rﾓH,h6ｨ�ｸｷ�6X488ｲ�,ﾉ��8�(,e�兔�ﾗ2����"�

同上 麦,t辛瓦上Jコ拾L,.て 偖ﾈ�ｪD����7CR�文0117LJ 十〇 

7LJ('-サボ-トの}Lと7t{ン ����R�QO2■帆 

ぴ./タ押とれるね砂に舟つてL>吉二と) 偖ﾃ�����-(X)2. 番ﾈ,h,ﾉ>ﾉ(h�ﾂ罎�,ﾉ���"��8�ｦc�-┤B笂�7X.h8ｨﾔｨ嶸,ﾉ�"�ﾘﾆﾆｩ�8,H謌+ｸ.��

-キャリエーゲ トツ_7LスラJf::た山とメイ>スピ ン枠レとの抄庁董卓も上に幹こ ��303qJr_ qo2 

ア｢ムアし-スiテ-7'lIL との直角 ��3cO肋に甘 〇､03 

1テ-jLスト'/ク 超2踐ﾂ�了α加仇I諸 
ユニパーサ一LtJJンク7シシ ��0.OI3札t テールスピンr='/Lとべ-.Jド七嘘再 諜�C�2�十qOヱ 

･普朝出二於て(前方の竜点くなること 超�2ﾆ��一〇 畔7ﾃ�ﾈ78984襷ｦ畔5�6板ﾘ6r�E�ﾈﾇ��ｨﾆHｸ����

I 同上 水平面上f=於て 差招V/チ-朝一棚血=Qう二と) 偖ﾃ�蔕ﾂ�耳�ｪH�｣R�ﾓ���ﾔ��軸lL-Jl 十〇 一ClO2_ 

レポ●/Lt:lLJ7'1ぺTス70し-I 言t匂わす 

号書雪遠雷や→L桝殉き 偖ﾈ�ｪC�"���ｪF��2���E��2��十Otq2 -0竹iーれ 百"��

l-1･･‥‥三一●一一､･･

r言,_L育,JI.I.,._をIJ

以上平地Ll=捷揃は比車軸勺鮒と思え否工作虎頼J=つし､て行｡ 7=もので方言が.上記{)結果から

嘆下工慨細は粗さ老朽l= Lて誤差大きく.従って早急に工作軸の人畜環掛茅等盃専すすものと

思われ召

(7)寒イ也

兼　帥　着

岸　疑

若　布　垂　銘

･　　　　　設　備　剖　網

文献圃鷺及埠億奇観

其　　他

( I. I 0　3_)

2　占I　名

名　名　石　名
I

/b　白U　7　_

7　3　了　∩73　　　　7U

(a)木　コ=　関　イ京

(日額下水製邑工菓零の耗莞並に措勧学雰

水屑下の京秘昌上兼の主な香もの妖家且L朝.包黄泉海　里棚.集束細工茂び新

野の青等製缶･脱水等で有言･家具､銀は仝掛二亘り比較的場乍ら夢く.塾長木箱

は確正昭に､槻･触ユ葛の帝声に応L'･空木雛は特用細工苦境に於レ､て水管項

と#J二莞覆し･射線野鼠盛末絶工はJW品として生産してLl盲状駅あう｡

根上の繋建言対称二鑑某の研究より朝韓I=壷葛互虐(変哲とした｡店喝式拳.班.設

掛澗の軌に伴って算帝との粗放前年削り夢くな〕 1-I ･之がT=鵬.研究は噂

l=よ香ものが夢く､実発意L:よ葛研究も直積稚噂に潜行三れうち毛のL:つし､て専権LTl.

(2)梅香事項

①　寿鵬専

唄島野村民菅につし､T

木彫二言昌の卿繋1二つし､て

農山村J:齢け否衣工満車対矧二つし､て

竹製品染色葛につし､て

木材人工発想透L-つL>て

塵榊につし､て

帝等硬掛二つL:て

大工樹碩取につL)て

農水絶工染巨について

柳昌のbu二凄I:つL,lT

防腐蔚倒潰につし､て

d了)

LlrrJ一

件　件　件　件　件　件
ノ0　-　2　-　ハエ　1

2
′ヽ

件　件　件　件　件　件7　2　3　2　4　-



さ　鑑細工民地

(a)韓計国賓の言砕

安.早発計田

木型潔作包

脚本坪野品田

(ぜ) ㈱乍

津泰阜

D教員

英一′伯太製品

lLC】破婚抑工

鰍部
脚員木部

重賞

家具拝財

吉　敷軸網

tti;･寝室応答

設勅帥周

東梨副8エ輔に南す奄もの

女工制に宙するもの

登養獲矧二烏す否毛の

太工等財に点す育毛の

木工金華I二療Tるもの

設計田宮1ニ璃す石もq)

末抄乾燥に専T雪も町

案僧

(42教J

J r7打

4叔

2 1教

(24件　6　9貞)

l　了件　　4　9　点

る件　I o　点

与件　l o点

(d l　件　占09　点)

29　件145　点

23　仲　ユ34　点

1件　140　点

7　件　　92　点

I　8　2件　760時同

(1 22件)

1 9作

1 1件

4件

58　件

J b拝

2　2佐

9件

了件

.1.I.柳項

rD　釣竿染色筑考

魯　tlノキ材の漂白法.染色法▲鈍色招止に領する研虫

母　描水分潮定言の試作研究

ヰ　索Zf透による防蔚Il t 7しわ-捕)頚勅D熱演鰯

u4)

▲l

[･　t

①　由宇変成式費

目的　黒屈釣竿に砂て鼻も箇易にして寿司的な方法塊す否に矧こ概吉行つT=｡

軽重と成凄

便用せ習竹材は->]ダケ.池坊成長も嵐亀怠直火によ雷如熟去､一森色城掛によ笥

尊重盆班弔しに｡

濃合東者沸潰慶東沸虜向
軒法　+n=一左ガラック之｡ま匪C以上　　1H

幸二… ':i二三音二二F三

藍… ≡≡‡テ
水

ン　　0､5

ニ/　0､ 5

トBOoLo2

妻盤　呈97BL莞あま

-≡こ亭言三三

篭嶺　ダル孟LjT7ツ7

i
J

i

7 Hal
i

1

250

2
25'o

i

90oC以I I H

9 0cc以上　　　　　卜H

9o℃似J I H

lPcb止　･H

上記o)顛掛こよれ輔1. 2.3法が比蜘ムラ尊く.桑卓可逓｡ ､艶GまF井にムラ毒U ､

篤五島噛如壷繰って才Iへ尭了義に基きま宮島に重岡LT=.

⑨　ヒJ卑称の薫白速､蔀昏宏聞取工に為す5研究

日的監お印工由扶a)究点細塊の夜空占染貞鐘に軸苛朝の雀卓で春雷｡これ基

地責苛だけ少放くし阜榔拘1させ5 Tこ釧こ凄料胡葛控此薮と上垂塗料こよ

割廟由こつ癖つに.

歪過と戎事

案自縛

撤去雫味して壌連動こ入れ全面こガスの重吉ように立て丸か乱賦遜辞し

瑚済5矛､畠山に1れて棚せこ瑚抑中に5廟勾放雷して置き細Ij出

す.

顕正塩素弊ソーダ墓　一

蕪一尭赴岳

撃　舷3軸恥しこ漉酌
BfzkBソ~ダ言をtc l瀬

(IS)



圭1　･J･.1

第二液弘法

讐㌔ Io.S纏‡

襲一束に水900 c c喜加えに風こl済南鎖して弓は鵬す雷

測こ襲=液に額0. 5岳向にて司上げ乾性す5.男顔串良全面勅瑚拝す苛.

盟･･ ,･･㌻府･-･十

直射日光には療向換雷す葛

色貰. 仍Xﾕﾂ�弟耕名 �$"2�ビ諾常 �4餬h8凛��ｲ�

黄一塁 亶8ｮ隘��オーラ専ン �:B�｣ヽ �9��

〟 ��ﾉ�R�ナフL-JLI【卜 ��ﾉ�ﾂ�ム �:B�

4. ��r�メタニー)はn- ��R�/ �(b�

貴台 亰8ｮ��R�ロ-ダ専> ��R�中 �:B�

〟 兔��R�Dワセリン �:B�.1､ �8�"�

I/ �hｮ��ﾒ�ビスマーク7Lロン ��R�/ �(b�

漁色 ����マラかげf)-ン ��R�申 �:B�

〟 櫨)�ｲ�トJJL7L'グI)-I ��R�中 �:B�

卦亘 儁Y<X+��･メ手ーレ軸lサト 亦��ヰ �9�B���

ク ���メ4Lj7.リユー �9��/ �:B�

ク 鍛2�了三ド坊JdLtyト ��ﾄｨ�"�中 �:C��

..手記表よ.I)ヒニー凡紬tt育毛の峨痩少点く而掃私君光軸鼻

触細注献.
魯　太東水島判重畳の抑究

日的　⊥熊に軸の勧k李は転蛭の葡鍬こおけ育毛臣の善によって判をす苔が､乏榔絹

轟で乗用由でXtU.モ二で簡易勝で恵触正確に池哀切ま.両軸,値脚

放言こと主日舞とL;lL- ｡

静甥鱒.髄に列記すれば下見のよ5で方亨.

恵は紅梅めて電索血抵抗大きく.電気的に踊端物にス苛ので触って太身の電気維洗

棚の判定と云え芸｡太身の含水率と翻陣に碇等駄tの向には一定伊触左

毒し､軸奉に此倒して克れ笥ので軸洗桝頚左知育ことかで

き等.

劫拝水分がt oクi以下と公宅と急に樹上葬を蓑たし.電細野己症が意に漕し､買

3 o Y.玖上の水合と食言と港美東が低下して曹嘉超波値が急に滅c s.太試作に妙⊂注

水札電淵等o)磨せ壱諾烹･節2〇o Iこ枕嘩以上30郎向書棚の確示

す雄にして.蜘蜂肺鰐Lc7n上述の封として作っに財を劫虻挿入してA計の

. 04)

l<　i

読みを予蛾きれた笥A対象勧グ>-フより全癒告知弓舶こしtC.よお積金政一

凍細く船端状態では発く偏在してい笥ので､之の舌鼓で測鰯と. ｢局折の水嶺奮

毎白跡利恵も地表苛.便円蓋法則糊地番しこA計の読み左農大にな雷鳥.可

鹿駄畳により渦正して測加太封に韓もして珊建すう｡舶法曹瀬盲D c, tこ東

リ6 7LSV聯甑LtC･電兎は壷畠A鐙慶にこ,電池の消駕車も凝めて

少食く.毒藩駒で｣腰濠で有等.

凍鰍各測定量の良細はT書己の盛りで帯雷.

ー三l‥芋

頬に砂U-言細

輔験乾 箸ﾒﾙ�亅"�量産軸 弍ﾈ謇�Y$｢�金噛 ��(ｧ��頚椎水分 

著書 �B�*片重曹Fo 夫Rﾕf��警部 ��倆B�によち金ポ奉 

Nol �#�FCRﾓ��麿冨 �+�璽Rﾔ��2粳-S2�l9.I 番号 沸ﾂ綯�2つY. 偖ﾂ�

･N02. 姪SF��ー3.550 fJ3,5-00 13.600 �ｪCゴ��ﾆt��b繝���1言.7 14､o J3,2 �-咾cTﾂ�l33Pi 蔦��52�

NO了 鎚9�偵簸��ほ善星ood �+�8fﾆ��+�ﾆ���2�����l72 ー65- 17.0 肇dﾃr�J7:o% 偖ﾈ�ｪH爾�

㊨常圧勤こよす槻(クレオt)-ト刺浸剤脚碩

呂的含有によさ朝掃収束岬病にめて常圧漁こよ5顧療盲測定し.襲用に供せんとす弓

もので葡雪｡尚便耶料はプ輔で務等.

量温由穎

①私法NQ I-NoG

ウレオソートかoQqC ～1了Q･Cに加熟し東のb泰時司教的5邸l.日鋼の=息1)

tす,加如寺よりヨ止藤牧憲二夜内部蓑虫状態を挽執り蔚ぺ苛｡

⑳恋連No7～NQ 8

丸オリーは8 0｡C～120･c lこ加熱し欄槽中へ鵬左個馳止湾茸して葎讃上

げ葎直ちに触ワレオソート由の連帯へー奄秘密引上礎職態を即ち-

r3他誌No9 -Nolo

常温プレナソート油ゆへ約-ケ再考矧上虐直ちに内野異数態妄綿で育｡

t17〕
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以上の番手については下記の蕃り.

湾　速読　東　着　果　意

瀬片蕃号 竸�-ﾂ�或廉嘉男 

Nく)I ��3��ｴ8ﾅ委ﾉuX-�.e粟ｩ'ﾂ�内部迄で葛適す 

2 膨3��ｸ+c�X�#�緤�ﾃ'�2�娼当薄来せ盲も苦芋類男達軒有り 

3' 姪3�68ﾅ委ﾄｧ�'�2�可成男達せ育毛苦撫菓暁白JJ.幼ヨ放 塵軌こめては金銀に菜透す. 

4. ��6�44ⅸuｩT､ﾄg�"ﾉ�ﾃR�..,.i雀牌虻ざ首都嫡り 

冒 姪6�8ﾅ委ﾄ唔{父'�2�yS〃/- 

ら ��6�6�8ｷ&ﾊC5�8eコﾒ�ノ塩^/,/ 

丁~ 凭ﾘ�極6G�e�8g�2�孰ｴHﾊfﾇ�'�4ﾈ爾�ｼ�皦ｬH�6ﾈﾎ��8eコ�貞態政吉細雪 

音 �//メ' 

9 剌走ﾊ丈にこ内部無賓恵 

IQ ��x�2�〟.′ 

以上の碁崇からフレオリーL浪妄沈静こ入れBoDc -120℃に加熱レ地英の中へ一府

何奴上帝けち｡

前記紅塵鑑岩見ワレオリート油や連臥棚して2虚向btl姉弟に孟亜言等す雪

駄年前ヰ藤棚盲行い､午危宅のま｣火鮎り下して冷却確ヨ11げ之左醍し

て行えば甚夜2_回の監理恵存Ll篠葛.

細クレオソート沖中にめては末封中の空気脚し､水合す藤巻しこ海と且つ7:普

び出雪.其の湖耕呑駕温クレオソート油中へ骨世は.内唯卸伸して油竃許可へ唄股

す雷撃由=よ育毛の百方雪.

母嫡郷党(壬森吉もの)

.'L ､叫対央色におけ葛染料義変の嘩q)此薮鉄筆

各､盗細rrJ)蔑致哩によ笥票白の上塘鱗舞

C､噛鵬礎正㈱

切削網/ ir^JトのV]柵醇と酎碁について

丸細の娘についT:

d,.卵融の加勲章圧注入におけ葛湯転変の地腹線

:舶盤昂

壬　千三･･

擾華規格舞姫

仝　片司睡蕃机

_43其イ也

QeJ

l　'

①　ま鵬　　　席　簸

Q･F卯,'j5)　篭掛

軸的轄

文頼痢拝眉脚

美他

@　実習盤尊　　利生

Ol　称員出轟E]教

名　ん　ゥ　〝　ヶ　名2　cO　9　O O 02　8　4　7･)　1　C1-　1　9　　　ro

､､-､ 出張区谷 �$ｹu"�侈x､��佗b�

回教 �?ｨﾝ｢�Et教 �?ｩ�B�回教 僮(塊�

事務訂合金 免ﾂ�fF �� 免b�lS 

金島.脇尊貴 湯�lo 几��9 都"�18 

恵垂､煮魚粛杢 鼎r�Fo 釘�6 �2ﾔ��I 5-占 

講習､溝鼠脂孝 鉄��do 澱�.9 姪cB�l69 

骨身瀦久美の碓 冉��S 白�l 澱�占 

封 ��3��ほ9 ��B�I2-4 姪CB�い占4 

増　収轍　牧草176　発邑227
1:7?東経要薮(5.0ユl名)意義2,301名t　井継7103g

抽　蜘27年粗決算

①鹿輝決算

封呂 冰ﾉ%X問�i決算額 仍�7��i�ﾘﾛ��I 備考 

種籍淑眉卓教淑 偵#�ﾃ���冷�lf8,I25月 ��てﾈ9�h冷�i鐘ロは沌 

加工轍料 �&����j巧232 俣cSｨ8cs"�∫ l 

舶 辻�了2,89了 俣3津�9"� 

恕収入 ��ス�､ﾇ�5$2��20号2了2 俣┘#2s"� 

産物恥 都コﾒﾃ����h88.922 尼ﾃ�#"�I 

lス用鍬 辻�I,25-0 �+X-ﾃRﾖ��! i 

.県奴Jd-金 白�ほ060■ 姪2ﾃ�f��i lー 

愚人合計 ��&�6���了2して57号 友ﾆBﾃ3Rﾘ4��】 

(I 9)



㊤歳出予襲並決算

斜目 冰ﾈ螽ｧ｢�漢_算額 儂Hｧ)�hﾋ��備考 

;慢芹書頃蒐勇嘗 �"縱#(�ﾃS�H冷�2.3ー9,35'0円 迩､迭ﾓH冷�△印は碗 

車異患 ��C$ﾂﾃsS��IJ,42L75o 辻� 

妻専姶 田S2ﾃRx�ｸ�ｲ�653J5-00 辻�i 

冶卦 都c�#UD��768J25LO 辻� 

話手峯 都i{�#sB�7d9J464 坊f�� 

放一章 都津����78,984 免B�i 

需要膏 涛づC��簫�9射5LB �#3#�� 

産掌握清華翻 塔湯ﾃRﾓ���890J77了f 途ﾃscr� 

■二一 迩､｣Rﾖ��8号763j 澱�sr� 

一朗軒碗専一 鼎X8����455,760. ���ﾃ#Bﾓ�� 

地味柳城 �3Rv����了49J6loJt 艇9%���I 

L烏_出合討! �2ﾃ#$ﾄ�B粐�?,'itoJO83p 牝��8h�ｳ�� 

之C) (療EB工束謄空転醜め)


